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研究概要
聴力はあるのに発話や音楽を聴いても脳が認識できない状態を聴覚情報処理障害	（APD）	と呼
ぶ。脳血管障害の結果、失語症になった人の例が聴覚失認として広く知られているが、発達障害
や認知症の一部などからも同様の症状が報告されている。従来、APD者の内面を知ることは困
難であるとされ、未知のままであった。申請者は緊急災害情報を届ける情報保障の観点から、
APD者が理解しやすい多感覚統合の利用を試みてきたが、最終的には 50％未満のAPD者にし
か理解させられなかった（三谷、2022）。そこでアプローチを変え、音声文字変換アプリを利用
して少数のAPD者にインタビューと行うことにした。ただAPD者へのインタビューは困難を
伴うので、その介助者や家族、言語聴覚士との応答、昔の写真などを補助的に参照して、APD
者の語りを中心とした生活世界を描き出すことを試みる。この方法によってAPD者が現に抱え
ている問題だけでなく、人生観や死生観までも明らかにしたい。さらに、これまでは研究の対象
にならなかったAPD者の思考から、障害者と非障害者との繋がりばかりでなく、経済格差や国
境を越えた繋がりを実現できる新しい社会を形づくる手掛かりを探りたい。
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